
愛知県公立大学法人 DX推進方針

DXビジョン

基本
方針

■学修成果を可視化・分析する仕組みを構築し、学修者本位の教育を推進する。
■常に変化するステークホルダーの多様なニーズを大学の教育・研究に反映させ、地域社会に貢献する。
■教育・研究成果を広く地域社会に発信するとともに、より特色のある発展的な教育・研究を推進する。

テーマ ： ２大学が共創する未来

教育分野におけるDX 研究分野におけるDX 業務運営におけるDX

教育・学生支援の両面において
デジタル技術を活用し、
教育の質の向上を推進する。

適切に学修成果の可視化・分析を
行い、学修者本位の教育を
推進する。

ステークホルダーのニーズに
合わせた人材の育成を推進する。

学内施設でデジタル技術を十分に
活用できるよう、教育施設に
おけるICT環境を整備する。

研究データの効果的な共有・利活用と、
より発展的な研究を推進する。

デジタル技術を活用し、研究成果の
地域社会への還元を強化する。

インキュベーション施設を拠点に
オープンイノベーションを促進する。

組織的なデジタル技術（生成AI含む）の
活用により、大学・法人運営の
高度化・効率化を図る。

職員のITスキルを向上させるとともに、
多様化する働き方のニーズに
合わせた就業環境を整備する。

キーワード：
可視化（見える化）、 生成AI、 教学IR、 eポートフォリオ、 テレワーク、 デジタルアーカイブ
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